
JP 2014-188273 A5 2016.4.14

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成28年4月14日(2016.4.14)

【公開番号】特開2014-188273(P2014-188273A)
【公開日】平成26年10月6日(2014.10.6)
【年通号数】公開・登録公報2014-055
【出願番号】特願2013-68085(P2013-68085)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   3/103    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    3/10     　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月29日(2016.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明における眼科装置は、被検眼の眼底に光束を投光す
る投光光学系と、
　前記眼底からの反射光を撮像素子にて受光する受光光学系と
　前記光束の光路に配置されて前記光束を偏向させる偏向部材と、
　前記光路の光軸を中心として前記偏向部材を回転させる回転手段と、を有し、
　前記偏向部材は、
　前記被検眼の眼底共役とは異なる位置に配置されることにより、前記光束が前記眼底に
おいて前記光軸を中心として回転されるように構成され、
　前記被検眼の瞳孔共役とは異なる位置に配置され、且つ前記光束が前記偏向部材で射出
した位置と前記眼底共役の面に照射された位置とを通る直線が前記瞳孔共役の面と前記光
軸との交点を通るように前記光軸に対して傾いて配置されることにより、前記光束が前記
被検眼の瞳孔の中心を通過して前記眼底に投光されるように構成されることを特徴とする
。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼の眼底に光束を投光する投光光学系と、
　前記眼底からの反射光を撮像素子にて受光する受光光学系と
　前記光束の光路に配置されて前記光束を偏向させる偏向部材と、
　前記光路の光軸を中心として前記偏向部材を回転させる回転手段と、を有し、
　前記偏向部材は、
　前記被検眼の眼底共役とは異なる位置に配置されることにより、前記光束が前記眼底に
おいて前記光軸を中心として回転されるように構成され、
　前記被検眼の瞳孔共役とは異なる位置に配置され、且つ前記光束が前記偏向部材で射出
した位置と前記眼底共役の面に照射された位置とを通る直線が前記瞳孔共役の面と前記光
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軸との交点を通るように前記光軸に対して傾いて配置されることにより、前記光束が前記
被検眼の瞳孔の中心を通過して前記眼底に投光されるように構成されることを特徴とする
眼科装置。
【請求項２】
　前記投光光学系より投光される前記光束の光軸は、前記被検眼の視軸に対して傾斜を有
していることを特徴とする請求項１に記載の眼科装置。
【請求項３】
　前記投光光学系に用いられる光源は可干渉性光源であり、ＬＤ（Ｌａｓｅｒ　Ｄｉｏｄ
ｅ）或いはＳＬＤ（Ｓｕｐｅｒ　Ｌｕｍｉｎｅｃｅｎｔ　Ｄｉｏｄｅ）であることを特徴
とする請求項１又は２に記載の眼科装置。
【請求項４】
　前記回転手段は、前記被検眼の眼底上において、前記光束を前記受光光学系の光軸を中
心に偏心回転させることを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の眼科装置。
【請求項５】
　前記回転手段は、前記撮像素子の出力画像の１フレームの取り込み時間よりも短い周期
で回転することを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載の眼科装置。
【請求項６】
　前記回転手段の回転動作の開始及び停止を指示する制御手段を更に有し、
　前記制御手段は、前記受光光学系の動作に応じて前記回転動作の開始及び停止を指示す
ることを特徴とする請求項１乃至５の何れか一項に記載の眼科装置。
【請求項７】
　前記回転手段の回転中に前記撮像素子の出力画像の連続した複数フレームを重ね合わせ
て得た画像から前記被検眼の眼屈折力を得る演算手段を更に有することを特徴とする請求
項１乃至６の何れか一項に記載の眼科装置。
【請求項８】
　前記瞳孔共役の面から前記眼底共役の面までの距離をＬ、前記眼底共役の面における偏
心量をｈとし、前記距離Ｌと前記偏心量ｈとの正接をｔａｎα（＝ｈ／Ｌ）とした場合に
、前記偏向部材から射出された前記光束の光軸からの高さｄ、前記瞳孔共役の面からの距
離Ｐ、前記偏向部材から前記光束を射出した後の光線角度ｕは、ｄ／Ｐ＝ｔａｎαかつｕ
＝αの関係になっていることを特徴とする、請求項１乃至７の何れか一項に記載の眼科装
置。
【請求項９】
　測定光を照射した被検眼の眼底からの反射光を撮像素子にて受光する光学系と、
　前記光学系の光路に配置された前記測定光を偏向させる偏向部材と、を有し、
　前記偏向部材は、
　前記被検眼の眼底共役とは異なる位置に配置され、
　前記被検眼の瞳孔共役とは異なる位置に配置され、
　前記測定光が前記偏向部材で射出した位置と前記眼底共役の面に照射された位置とを通
る直線が前記瞳孔共役の面と前記光学系の光軸との交点を通るように前記光軸に対して傾
いて配置されることを特徴とする眼科装置。
【請求項１０】
　前記測定光の光軸は、前記被検眼の視軸に対して傾斜を有していることを特徴とする請
求項９に記載の眼科装置。
【請求項１１】
　前記測定光を発生させる光源は、可干渉性光源であり、ＬＤ（Ｌａｓｅｒ　Ｄｉｏｄｅ
）或いはＳＬＤ（Ｓｕｐｅｒ　Ｌｕｍｉｎｅｃｅｎｔ　Ｄｉｏｄｅ）であることを特徴と
する請求項９又は１０に記載の眼科装置。
【請求項１２】
　前記瞳孔共役の面から前記眼底共役の面までの距離をＬ、前記眼底共役の面における偏
心量をｈとし、前記距離Ｌと前記偏心量ｈとの正接をｔａｎα（＝ｈ／Ｌ）とした場合に
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、前記偏向部材から射出された前記測定光の光軸からの高さｄ、前記瞳孔共役の面からの
距離Ｐ、前記偏向部材から前記測定光を射出した後の光線角度ｕは、ｄ／Ｐ＝ｔａｎαか
つｕ＝αの関係になっていることを特徴とする、請求項９乃至１１の何れか一項に記載の
眼科装置。
【請求項１３】
　前記偏向部材は、透光材料からなる楔形状のプリズムであることを特徴とする請求項１
乃至１２の何れか一項に記載の眼科装置。
【請求項１４】
　前記撮像素子の出力に基づいて前記被検眼の眼屈折力を得る演算手段を更に有すること
を特徴とする請求項１乃至１３の何れか一項に記載の眼科装置。
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